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要旨 . ヒドロ虫綱花クラゲ目の一種ゴトウカタ
アシクラゲ Corymorpha typica (Uchida, 1927) が
沖縄本島から採集された . 本種は和歌山県白浜
町沿岸からのみ報告がある稀種である . 本種の
特徴として , 傘は釣鐘状で放射管は 4 本 , 口柄
は単純で口唇を欠く , 生殖巣は口柄上に発達し , 
4 本のソーセージ状の突起を形成する , 傘縁に 4
個の傘縁瘤を備え , そのうちの一箇所から 1 本
の棍棒状触手が伸長することが挙げられる . 本
報告はゴトウカタアシクラゲの琉球列島からの
初記録となるとともに , 本種の 2 例目の出現記
録となる .

はじめに

ヒドロ虫綱花クラゲ目のカタアシクラゲ科
Corymorphidae Allman, 1872 は 10 属 約 45 種
か ら な る (Bouillon et al. 2006; Daly et al. 2007; 
Schuchert 2007). 傘はドーム状 , あるいは傘頂
部に突起があり , 1–4 本の有頭触手または数珠
状触手を備えることが特徴である (Bouillon & 
Boero 2000). 世界中に広く分布し , 多くの種は
浅海域から報告されているが (Kramp 1961), オ
トヒメノハナガサ Branchiocerianthus imperator 
(Allman, 1885) のように深海域に生息する種も
知られる (Omori & Vervoort 1986). 日本ではオ
オ ウ ミ ヒ ド ラ Corymorpha carnea (Clark, 1877) 
やカタアシクラゲ Corymorpha bigelowi (Maas, 
1905), カタアシクラゲモドキ Euphysa aurata 
Forbes, 1848 など 14 種が報告されている ( 久保
田 •Gravili 2007; 峯水ら 2015). 

ゴトウカタアシクラゲは傘高約 3 mm の小
型種である (Uchida 1927). 本種は和歌山県白浜
町沿岸で得られた標本を基に , クダウミヒドラ
科 Tubulariidae の新属新種 Gotoea typica Uchida, 
1927 として記載された . 1959 年には Kramp に
よりセントヘレナ近海から Gotoea similis が記載
され , Gotoea は 2 種となった (Kramp 1959). そ
の後 , Gotoea はクダウミヒドラ科からカタアシ
クラゲ科へ移され (Bouillon & Boero 2000), カタ
アシクラゲ属 Corymorpha M. Sars, 1835 のシノ
ニムとみなされている (Schuchert 2010). 

ゴトウカタアシクラゲは 1927 年の原記載以
降 , 出現報告は皆無であったが , 本研究におい
て , 琉球列島から初記録となるとともに , 本種
の 2 例目の出現記録となったので , その詳細を
報告する .

材料と方法

採集 . 2020年と2022年に , 沖縄県糸満市沖 (図1) 
の水深 38 m の地点の深度 12 m  にて，ゴトウカ
タアシクラゲを計 2 個体採集した . クラゲはプ
ラスチック容器を用いて海水ごと採集した . 個
体は実体顕微鏡 (SZ61, OLYMPUS) で形態観察
と写真撮影を行ったのち , 塩化マグネシウム水
溶液で麻酔し , 最終濃度が 5% となるように中
性ホルマリン海水で固定した . 本標本は琉球大
学博物館風樹館 (RUMF) に収蔵した . 

形態観察 . 形態観察は生時および固定後に行
った . 形態観察および計数・計測方法は Uchida 
(1927) に従った . 体各部の計測は固定標本を用
いて行い , 画像解析ソフト ImageJ (Schneider et 
al., 2012) を用いて 0.1 mm まで計測した .

結果

Cnidaria Hatschek, 1888 刺胞動物門
Hydrozoa Owen, 1843 ヒドロ虫綱
Anthoathcata Cornelius, 1992 花クラゲ目
Corymorphidae Allman, 1872 カタアシクラゲ科
Corymorpha M. Sars, 1835 カタアシクラゲ属
Corymorpha typica (Uchida, 1927)
ゴトウカタアシクラゲ
( 図 2–3)

標本 . RUMF-ZG-04790, 傘 高 (UH) 2.9 mm, 傘
径 (UD) 3.2 mm, 性別 : オス , 採集日 : 2020 年 3
月 14 日 , 沖縄島糸満市沖水深 38 m 地点深度 12 
m, 採集者 : 峯水亮 . RUMF-ZG-04791, 傘高 (UH) 
4.4 mm, 傘径 (UD) 3.6 mm, 性別 : オス . 採集日 : 
2022 年 4 月 22 日 , 沖縄島糸満市沖水深 38 m 地
点深度 12 m, 採集者 : 戸篠祥 .

記載 . 傘は釣鐘状で , 傘頂部は平たい ( 図 2, 
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図 3 A–C). 外傘表面には微小な刺胞塊が散在す
る . 口柄は円筒状で口唇は丸みを帯びる . 生殖
巣は口柄の周囲を取り囲むように発達し , 間軸
上に 4 本のソーセージ状の突起が形成される . 
放射管は 4 本で太く , 傘縁に向かって直線的に
伸長する . 放射管の各末端部には傘縁瘤が 1 個
ずつ計 4 個備わる ( 図 3D). 傘縁瘤は楕円形で触
手のように伸長しない . 4 個の傘縁瘤のうち , 一
箇所から 1 本の触手が伸長する . 触手は棍棒状
で先端に球状の刺胞塊をもつ ( 図 3A–B). また , 
触手の背軸上に三角形の刺胞塊があり , 腹軸上
には小突起が備わる . 環状管は 1 本で非常に細
く , 傘縁を取り囲むように走る ( 図 3D). 生時 , 
傘は透明 , 生殖巣と口柄は乳白色で一部は橙色 , 
傘縁瘤と触手の刺胞塊は淡黄色あるいは濃黄色
を呈す .
備考 . ゴトウカタアシクラゲは Uchida (1927) 

により , 和歌山県白浜町沿岸から採集された 2
個体の標本を基に記載された . 今回 , 沖縄島で
採集された標本は 4 本の放射管 , 口柄は単純で
口唇は丸みを帯びる , 生殖巣は間軸上に 4 本の
ソーセージ状の突起を形成する , 4 本の傘縁瘤
を備え , そのうち一箇所から 1 本の触手が伸長
するなど Uchida (1927) の原記載標本の形態的特
徴と一致した . 一方 , 沖縄産標本には触手の背
軸上に三角形の刺胞塊があり , 腹軸上には小突
起がみられた . また , 原記載標本の生時および
固定後の色彩について記述はなく , 本研究によ
り新たに体の各部色彩に関する情報が追加され
た .

本種は和歌山県白浜町沿岸では 1 月から 2 月
にクラゲが確認されている (Uchida 1927). 本研
究では沖縄島糸満市沖にて 3 月と 4 月にクラゲ
が確認された . なお , 2021 年 3 月 29 日に出現し
た個体については野外での撮影のみで捕獲はし
ていない . 採集地点は沖縄本島より約 4 km 離
れた沖合で , 3 月から 4 月にかけて潮汐により
南北方向に潮流が発生する . 同所では管クラゲ
目や剛クラゲ目 , 硬クラゲ目などの外洋性のク
ラゲ類が多数みられた . 今回採集されたゴトウ
カタアシクラゲはこれらのクラゲ類と同様 , 潮
流により近隣海域から流されてきたと考えられ
る .

これまで , 琉球列島では各地の沿岸でクラ
ゲ相の調査がなされており , カタアシクラゲ科
ではカタアシクラゲ , カタアシクラゲモドキ , 
バヌチィークラゲ Corymorpha forbesii (Mayer, 
1894) の 3 種が報告されている ( 久保田 1994; 久
保田・岩尾 2002; Kubota 2006; 峯水ら 2015). 本
研究により , ゴトウカタアシクラゲが報告され , 
琉球列島産のカタアシクラゲ科は 4 種となった . 
カタアシクラゲ科のポリプについては沖縄北部
に位置する大浦湾の砂泥底でカタアシクラゲの
ポリプが見つかっている ( 久保田・岩尾 2002). 
カタアシクラゲのポリプは単立性で 2 環列の触
手群を備え , その間にクラゲ芽を房状に出芽す
る . 一方 , ゴトウカタアシクラゲのポリプはこ
れまでに見つかっておらず , どのような形態的
特徴や繁殖生態をもつのか全く不明である . 

ゴ ト ウ カ タ ア シ ク ラ ゲ は Gotoea typica と
[Record] Toshino et al.: Corymorpha typica from the Ryukyus.2

図 1. ゴトウカタアシクラゲの採集地点 . 黒丸は沖縄県糸満市沖を示す .
Fig. 1. Sampling site of Corymorpha typica (Uchida, 1927). Black closed circle indicates off of Itoman, Okinawa 
Prefecture.
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扱われてきたが (Kramp 1961; Bouillon & Boero 
2000; Bouillon et al. 2006), 近 年 で は 同 属 の G. 
similis とともにカタアシクラゲ属の一種とみな
されている (Schuchert 2010). Gotoea の特徴とし

て , 傘は釣鐘状で傘頂突起を欠き , 生殖巣の間
軸上に 4 本のソーセージ状の突起を形成するこ
とが挙げられる (Uchida 1927). 一方 , カタアシク
ラゲ属は傘頂突起を有し , 生殖巣の突起を欠く 

図 2. ゴトウカタアシクラゲの成熟クラゲ ( 生時 ). A: RUMF-ZG-04790. B: 2021 年 3 月 29 日撮影 個体 ( 標本な
し ). C-D: RUMF-ZG-04791. スケールバー : 1 mm.
Fig. 2. Live mature medusa of Corymorpha typica, in live. A: RUMF-ZG-04790. B: Unregistered specimen (March 29, 
2021). C-D: RUMF-ZG-04791. Scale bars: 1 mm.



(Bouillon et al. 2005). このように両属において , 
傘頂突起の有無や生殖巣の形状に差異が認めら
れる . ヒドロ虫綱においては 16S rDNA 領域に
おける分子系統解析が盛んに進められているが 
(Collins et al. 2005; Nawrocki & Cartwright 2012; 
Schuchert & Collins 2021), Gotoea の 2 種につい
ては配列データが得られていない . 今後はゴト
ウカタアシクラゲの追加標本を得て , 形態観察
および分子系統解析による分類学的精査を実施
し , カタアシクラゲ科の系統類縁関係を明らか
にした上で , ゴトウカタアシクラゲの分類を再
検討する必要がある .
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図 3. ゴトウカタアシクラゲ ( 固定標本 RUMF-ZG-04791). A-B: 側面 . C: 傘頂面 . D: 口側面 . スケ ールバー : 2 
mm. G: 生殖巣 , M: 口 , MB: 傘縁瘤 , NK: 刺胞瘤 , T: 触手 .
Fig. 3. Medusa of Corymorpha typica (fixed specimen; RUMF-ZG-04791). A, B: lateral view. C: apical view. D: oral 
view. Scale bar: 2 mm. G: gonad, M: mouth, MB: marginal bulb, NK: knob of nematocysts, T: tentacle.

[Record] Toshino et al.: Corymorpha typica from the Ryukyus.
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New record of Corymorpha typica from the 
Ryukyu Archipelago, southern Japan

Sho Toshino1,3, Ryo Minemizu2, Suzuka 
Kaneshiro2
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Nishidomari, Otsuki, Kochi 788-0333, Japan.
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Abstract. A hydrozoan jellyfish, Corymorpha 
typica, was collected from the Ryukyu Archipelago, 
Okinawa Prefecture, southern Japan. This species 
has been previously reported from off Shirahama, 
Wakayama Prefecture in Japan. This study represents 
the first record of C. typica from the Ryukyu 
Archipelago, Okinawa, southern Japan, and the 
second record of the species.
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